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英雄叙事詩における霊魂 
—モンゴル英雄叙事詩『ゲセル･ハーン物語』について— 
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Ⅰ はじめに 
 ユーラシア、特にシベリア諸⺠族の英雄叙事詩では登場する勇者･ヒロイン、その敵対者たちには
変身をはじめ、分身、化身などその霊魂が多様な様態をとることが共通して認められる。また、敵対
者の生命魂の在処はしばしばその身体ではなく、他処に秘匿されている。自らの保身のために霊魂を
外在させるこの秘匿というモチーフは英雄叙事詩ばかりでなく、アムールランドのトゥングース語系
諸族の叙事詩などでも明らかである1。 
 そのなかで、特徴的なことは、勇者が手強い敵と闘っている場に鳥（カモ､トビなど）が飛来して、
手敵の霊魂の入った卵をもたらすと、勇者はそれを相手の敵に投げつけて仆すことである。卵はシラ
カバの小箱にしまわれていることもあれば、海中の魚の胃袋から見つけられることもある。投げつけ
られた卵が砕けて敵は仆れるが、霊魂＝エルゲニが人形（ひとがた）であると、主人公はその腕や頭
を引き抜く。こうして相手は死に追いやられる。 
 このような説話のなかで顕著なことは、勇者のもとへ飛来してくる鳥は実はその姉妹や嫁であって、
苦戦を強いられている勇者を究極的に救援するのは彼女たちである。このことはアムールランドばか
りでなく、東シベリアのエヴェンキの英雄叙事詩にも共通して認められる2。そればかりでなく、こ
の、いわば霊魂の秘匿と女性の救援というモチーフはモンゴルの英雄叙事詩「ゲセル」の物語にもた
いへん明らかである。 
 英雄叙事詩における霊魂の変容、その庇護者としての女性という二つの観点から、以下に『ゲセル･
                                               
1 [荻原眞子 1994]  
2 エヴェンキの英雄叙事詩「イルキスモンジャ勇者」から一例を挙げるなら、地下界の魔物アヴァー
ヒの女頭⾸に捕らわれた勇者たちを探し求めてソデグロヅルが飛来する。それは主人公の叔⺟セカク
美女で、窮地にある勇者たちに故郷への帰還を指南する。［荻原 2018：330-331］ 
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『千葉大学　ユーラシア言語文化論集』 20（2018）：５－ 14
ハーン物語』3について検討してみることとする。 
 
Ⅱ 霊魂の変容 — 変身・化身 
 変身のモチーフは英雄叙事詩ばかりでなく、広く昔話や説話のなかで広く一般的であることはいう
までもない4。ただ、その変身の仕方は多様である。例えば、サハの英雄叙事詩オロンホでは登場人
物がでんぐり返しをして鳥獣に変身するが、他方、エヴェンキの勇者たちは特段の手順もなく鷹や鶴
になって天界へ飛翔することがある。『ゲセル･ハーン物語』でも、主人公のゲセルは何の手続きもな
く、老獪な乞食ラマ僧に化けるだけでなく、元々の洟垂れジョル少年になり、また 8 才の子供にも、
魔王の老齢の姉にも変身する。変身はゲセルだけではない。その赤毛の神馬もまた疥癬まみれの２歳
駒に変身するし、敵方の勇者の 8 頭の薄栗毛の駿馬は人語を解し、8 頭の獐（のろ）に変身して駈け
出す。物語のなかでは、このような変身は何の手順もなく繰りかえされる。 
（テキストのなかでは、しばしば変身、化身が語られるが、モンゴル語では両者がどのように区別さ
れているのか知り得ないため、ここではこのことについて詮索しないこととする。） 
 このように、ゲセルの変身は著しく多様である。例えば、「十二⾸魔王退治」の章では、ゲセルは
この魔王に拉致されたアルルン・ゴア妃を救出にいくところで猛禽の大鷹に変身する。 
 ・・・ゲセルは大海のなかで眠っている魔王のもとへ大鷹と化して飛んでいって、魔王の左の
目玉をさっとつかみ取って逃げる。魔王が追いかけてくるとゲセルは一尺ほどの小人に変身す
る。魔王が迫ってくると、ゲセルはまた大鷹に変身して飛び去る・・・というような変身をく
り返す。［：97−98］ 
猛鳥はゲセルだけの変身ではない。「シャライゴル征伐」の章では、ゲセルの留守にやってきた大
鷲は、シャライゴルの三ハーンの化身で、頭が⽩、背中が⻩⾊、⾜と尾は⿊であった。それは、 
 その三ハーンの守護霊が一羽の大鷲に化けて、ゲセルの妃ロクモ・ゴアを奪うべく、下見にき
                                               
3 [若松寛 1993] 
4 典型的には闘いのなかで勇者やヒロインが鳥や獣などに変身して逃走に及ぶと、敵対者もまた同
じように鳥獣に変じてそれを追う。この「変身逃走」では、逃げるものは次ぎつぎに異なる鳥獣など
に変じ、それに応じて追跡者も姿を変える。このいわゆる「変身逃走」モチーフは古くにはスキタイ
の動物意匠に通ずるものではあるが、そのモデルは明らかに自然界の動物世界にみられる生態にあろ
う。また、このモチーフをより広く、いわゆる「呪的逃走」としてみるなら、呪物による障碍（山や
森、水界や火など）の現出は別として、変身の対象は生きものばかりでなく、微少な昆虫、身近な生
活用具（例 針）など、説話のなかには実に多様なものが認められる。［荻原 2007］ 
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たのである。・・・やがて、シャライゴルの大軍が攻めてくる。［：122］ 
 
 ゲセルも他の勇者たちも不在のところへ、大軍が押し寄せてくる。そこにいる二人の妃ロクモ・ゴ 
アとアジュ・メルゲンはそれを迎え討つ。ロクモ・ゴアは 
 瞬時に神通力で雉に変身して空中に舞い上がった。⽩帳ハーンの守護霊の⽩厄神が灰鷹と化し
て跡を追った。･･･この追跡がつづいたとき、ロクモ・ゴアは万策尽きて、ついに地上に降り
立って六百人の尼僧と化して座り込んだ。･･･シャライゴルの三ハーンは⽩い神馬を放った。
⽩馬は「尼僧たちの列に駆け寄ると、ロクモ・ゴアの衣の襟を口にくわえたまま、四つの蹄で
地面を掻いた。」[：151] 
 
Ⅲ 分身 
 シベリアなどの他の英雄叙事詩などでは、分身のモチーフは必ずしも顕著ではないように思われる
が、『ゲセル･ハーン物語』のなかではたいへん頻繁に見られる。上記の六百人の尼僧はロクモ・ゴア
の分身であろう。「洟垂れジョル」の章では、「鳳凰を殺して、その最も美しい二本の羽根を手に入れ
た者にロクモ・ゴアを与える」という、花嫁ロクモ・ゴアの獲得競争の場面がある。ゲセルは 
 分身を天空にのぼらせて、本身を地上に残しておく。そうして、鳳凰に讃辞をおくる。 
  そなたの鳴く声はそんなにも美しい。・・・そなたの頭はそんなにも美しい。・・・そなたの
背中はそんなにも美しい、では、ひらひらと舞い上がったらどれだけ美しい？ 
  鳳凰がひらひらと舞い上がると、ジョルはじっと狙いをつけて、それを見事射止めた。すか
さず空中で分身がひそかに二本の美しい羽根を抜き取り、ロクモ・ゴアの帽子にこっそり挿し
た。」[：54-55] 
 
 「グム王」の章では、王が「無数の槍を上に向けて立て､奴を穂先の上へ放り上げて殺せ」と命ずる。 
ゲセルは、刑場へ引き出される前、わざと周囲の者に聞こえるように呟いた。「もう、いかんともし 
難い。これが最後だ」。そして、 
 神通力で分身の鸚鵡を取り出すと、その⽚⾜を一千尋の⻑さの絹糸をゆわえつけ、その糸の⽚
端を手に持ち、鸚鵡を抱いたまま王宮の城壁にあがった。彼は鸚鵡を放つとき、大声でこれに
言い付けた。「鸚鵡よ、わが故郷まで飛んでゆけ！漢土のグム王がゲセルを殺したと伝えよ。・・・ 
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 わが三十勇士・・・九勇士にはここへ来て、この王の城を攻め破り、この王を最も残忍な方法
で殺害し、全国土を灰燼に帰せしめ、全国⺠を捕虜にせよと伝えよ。さあ、鸚鵡よ、⾏け！」  
  鸚鵡が飛び立った。ゲセルはその⾜にゆわえた絹の端を手にもっていた。［：71-72］ 
 
 「シャライゴル征伐」の章では、ゲセルは「諸国を遍歴する⽩髪ぼうぼうの乞食ラマに変身し、分 
身術をつかって二人の弟子を作り出して伴に加え、、、」とある。[：171] また、「老ラマが体を一揺 
すりすると、その下から２歳子牛ほどの金⾊の蜘蛛が這い出た」という。[：187] 
 
「洟垂れジョル」に章では、魔法使いのチョリストン・ラマは、左の鼻の孔から一匹の毒蜂を取り出 
し、「ジョルの⽚眼を刺して来い」と命ずる。蜂は飛んでいくが、ジョルの睨んだ⽚眼に恐れをなし 
 て、その唇を刺しただけで戻ってくる。ラマは「奴の左の鼻の孔から入って、動脈を切って殺せ！」 
  蜂がまた戻ってくるのを見て取るや、ジョルは、鼻血が出たと言って、指で右の鼻の孔を塞
いだまま、左の鼻の孔には罠を仕掛けた。蜂が左の鼻の孔に飛びこんで罠にかかると、彼はこ
れを指でつまみ取った。彼が掌の中の蜂をぎゅっと握り締めると、ラマが失神して、椅子から
ころげ落ち、土間に這いつくばった。掌をゆるめると、ラマは意識を取りもどし、、、もう一度
ぎゅっと握り締めると、また倒れ込んで、死んだようになってしまった。 
  チョリストン・ラマの妹ヒムスン・ゴアは、兄の霊魂がジョルの掌の中に握られていると知
り、⽚手に禿鷹の頭ほどのトルコ玉を、もう⽚手に一瓶の酒をもってジョルの面前に進み出て、
兄のために許しを乞うた。[：33]。 
 
 「十二⾸魔王退治」の章では、この魔王は野牛ばかりでなく、樹木などに化身して護身をはかる。 
   魔王の化身の野牛の有様は、「右の角は天に突き当たり、左の角は地を擦り、そいつが一口
食べるごとに一枚の草原の草が消え失せ、一口飲むごとに一本の谷川の水が干上がってしまう」
と、（天の三人の姉が一羽のほととぎすと化して降りきて助言する。） 
  この野牛は一⾜飛びするごとに十里⾏ったのに対し、赤毛の神馬は一⾜飛びするごとに七里
⾏っただけだったので、・・・ゲセルの放った矢は一本も当たらない。[：89]  
 
    高い山の間の道を抜ける途中に、「枝がもじゃもじゃ伸びた樹がある。それは魔王の化身で、
側を人が通り過ぎようとしたとき鋭い剣を伸ばして斬り殺す」という。ゲセルは乞食に変身し、
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その樹の根元に近寄って木蔭に座りこみ、匕⾸で樹の根元を掘りはじめる。すると、「樹が人
と化して、上の方から沢山の剣を伸ばして斬りかかった。」 
  やがて、ゲセルは「ジャガイモを掘るふりをしながら樹の根元をぐるりと掘って、根を匕⾸
でずたずたに切断すると、一気に樹を押し倒し、これに火を放って焼払ってしまった。[：96-97]  
 このようにして、十二⾸魔王は「数箇の化身をゲセルに殪（たお）されたため、狩をしているうちに 
 突然頭痛に襲われた」。[：97] 
 
Ⅳ 霊魂の秘匿 
 以上のようないくつかの例から明らかなように、物語のなかではゲセルに限らず、その登場人物の勇 
者やヒロインたち、敵対する魔王たちのいくつもある霊魂は実に多様な様態を示す。なかでも面⽩いこ 
とに、敵対者たちの霊魂は自然界の諸処に潜み、また、秘匿されている。対抗するゲセルはそのような 
霊魂の在処を探りだし、それを滅ぼすことによって、敵対者を征伐する。 
 「十二⾸魔王退治」の章では、魔王は嫁となっている（ゲセルの）アルルン・ゴアに己の霊魂が何処 
の何に宿っているかを明かす。 
 おれの城から南に三⾊の大海があり、海のこちら側に五段並んだ竹林がある。海と竹林との間
に⽩い雄牛と⿊い雄牛がいて、角突き合わせて闘っておる。⽩い方はゲセルの守護霊の化身で、
⿊い方がおれの守護霊の化身だ。･･･その⿊い雄牛を殪せばおれを殺すことができよう。北に
大きな城があり、おれの三人の妹が住んでいる。普段は三本の榛（はん）の木のてっぺんに居
るが、それらを殺せば、おれを殺すことになろう。東に三つの海があり、海中に三頭の鹿が遊
んでおる。昼暑くなると、そいつらは海から上がって、海岸に寝る。その三頭を一本の矢で射
殪して､真ん中の鹿の腹を割き、中から金の小箱を取り出して踏み破り、中にある銅の縫針を
へし折れば、おれを殺すことになる。⻄に一つの城があり、おれの魔法使いの姉がおる。その
姉は･･･糞虫を瓶に入れてもっておる。それがおれの霊魂の許だそうだ。それを殺せば、おれ
を殺すことになる。」[：104-105] さらに、この魔王は寝入ると、 
  「右の鼻の孔から大きな金魚が、左の鼻の孔から小さな金魚がでてきて、肩の上で遊ぶが」、
それも霊魂の化身だという。 
魔王の嫁となっているアルルン・ゴアの甘言にのせられて己の霊魂の在処を明かした魔王は、やがてゲ 
セルによってその霊魂を滅ぼされ、ついに仆される。 
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「シャライゴル征伐」の章に登場するメルゲンの息子六本指は、その六本指に霊魂がある。 
  ジャサ・シヘルは神通力で彼の霊魂のありかを察知し、純鋼剣を抜き払うや、相手に瞬時の余
裕も与えず駈け寄って、弓弦を引き絞る六本指を弓弦もろとも斬り捨てた。哀れ、六本指はど
うとばかり倒れて絶命した。[：145] 
 
Ⅴ 勇者の庇護者としての女性（姉妹・嫁）の役割 
 英雄叙事詩ではしばしば女性たちが鳥の姿で危機的状況にある英雄や勇者のもとへ飛来してきて、
助言を与え、また敵対者の秘匿されている霊魂を探しだしてくる。ゲセルの場合には、上述のように、
拉致されて魔王の嫁となっているゲセルの妃アルルン・ゴアが言葉巧みに魔王から霊魂の在処を聞き
だす。それによってゲセルは⾸尾良く魔王を仆す。また、ゲセルには三人の姉が天界に在って、鳥の
姿で飛来しては地上のゲセルに助言を与え、危急を救う庇護者の役割を果たす。この三人はかつてゲ
セルに伴って地上に降臨するが、人間界の老女（の脇）から生まれるや否や、天界へ飛び去った。そ
こから地上のゲセルを見守り、助言を与え、危急の際には救援にやってくる。また、ゲセルは折々こ
の三人姉妹に取るべき⾏動の助言を求める。 
  「シャライゴル征伐」の章では、 遠征の途次、ゲセルは道端の⻑い⽩テントのなかで、美女か
ら菓子を供される。天上の三人の姉が一羽のほととぎすと化して、天窓の上に止まって、「そ
の菓子は毒入りである、あいつは十二⾸魔王の伯⺟だ」と告げる。[：165] また、別の場面
では、三羽の鶴がゲセルの身を案じて、「空中を旋回しながらしきりに悲しげに鳴いた。」[：
161] 
 
 「十二⾸魔王退治」の章では、くり返しになるが、ゲセルは巨大な野牛を追いかけるが、その赤毛 
の神馬では追いつくことができない。 
 彼は三つもの丘の手前から三十本の⽩羽の矢を次ぎつぎと射たが、一本も当たらなかった。こ
のとき、天の三人の姉が急いで降りて来て、三十本の⽩羽の矢を拾い集めた。・・・ゲセルは
もと来た道を引き返し、矢を回収しようとしたが、一本も見つからなかった。彼は涙を流して、
天に祈った。 
 ・・・すると天の三人の姉が一羽のほととぎすと化して、彼の馬前に現れて言った。 
  「ニスハイよ、何だって泣いているのです？・・・そなたの三十本の矢はわたし達が拾って
おきました。そなたの食べる神聖な食品と赤毛の神馬の餌の大⻨・小⻨も用意してあります。」 
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  天の姉の指定した場所へ⾏くと、果たしてそれらの品物が置いてあった。彼は三十本の⽩羽
の矢を矢筒に納め、神聖な食品を食べ、赤毛の神馬に餌を与えてから、再び出発して、野牛の
跡をつけて⾏く。［：89-90］ 
 
 英雄叙事詩における女性にはこのように勇者に対する霊的庇護者としての性格が明らかであるが、
それと同時に女性たちは勇者･戦士として男性と同じほどの役割を果たすことも共通している5。ゲセ
ルの妃たちは武具をつけ武器をとって敵の大軍を迎え討ち、また突進していく。同様に、アイヌのユ
ーカラでもヒロインたちは天空に上って女性の闘いに挑む。サハのオロンホでは娘や花嫁は地下界の
魔物に抗して闘いつづけ、また、エヴェンキの娘たちも闘う勇者であり、年頃になると膂力の鍛練に
励む6。 
 一方、アイヌのユーカラのヒロインたちはしばしば強力なシャマン（トゥス）として、透視眼や胡
沙で勇者たちや⾸領たちに助力するだけでなく、その傷を治し、死の淵から蘇生させるという特異な
能力をもっている。このことに関して言えば、「ゲセル」の物語に登場する女性たちは時に神通力を
発揮して、殺された同胞の霊魂の救済をはかる。その手法は興味深い。「シャライゴル征伐」の章で
は、ゲセル不在の陣営は全滅の危機に陥り、ゲセルに次ぐ勇者ジャサ・シヘルも討ち取られる。  
・・・ロクモ・ゴアはジャサの⾸を胸に抱いたまま泣き続けた。・・・ジャサ・シヘルを神
通力で復活させようと決心し、多数の戦死者の遺体の中から手傷を負っていないものを探し
た。だがいくら探しても、手傷を負った死体ばかりであった。やむなく彼女は一羽の鷹を捕
らえて、ジャサ・シヘルの霊魂を鷹の体内に招き入れてから再び放った。・・・［：156-157］ 
 殺された同胞の霊魂を、一時的にしろ、このように鳥（ここでは鷹）の体内に預けるという秘術は、
きわめて特異なこととして留意に値する。一方、傷ついた仲間を助け、その生命の危機を救い、また
霊魂の救済をはかるのは大方の場合ゲセルである。「地獄で大暴れ」の章では、ゲセルが地上の⺟親
の消息を尋ねて、地獄へいく。そこでようやく⺟親の霊魂を探し当てると、 
 閻魔大王の前へ現れて、怒鳴り付けた。「やい、閻魔大王、きさまがもし自らわしの⺟親
 を地獄に落としたのなら、・・・善人も悪人も皆落とすだけじゃないか！」 
 そして、ゲセルは赤毛の神馬に言い付けた。 
                                               
5 英雄叙事詩におけるヒロインについてはしばしば触れてきた。「荻原眞子 2002､2005 参照」 
6 エヴェンキの英雄叙事詩「イルキスモンジャ勇者」の最後の章では、若い乙女ソルコクチョンが日
夜弓矢の鍛練に励む場面がある。「荻原眞子 2001 :111」 
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 「おまえは胸に宝剣を吊り、神速の⾜を使って、獅子のような物凄い形相で、甘露泉ま 
 で走ってくれ。あそこの水で三遍口を漱ぎ、水を三口飲んだら、わしの⺟親の霊魂を銜 
 えて⽗帝釈天に届けてくれ。わしが下界に生まれるとき、⺟親となってくださったの
だ。・・・」[：257-258] 
 赤毛の神馬の銜える霊魂を三人の姉が受けとり、帝釈天のもとへ⾏って差し出す。そうして、「ニ
スハイ･ジョル（ゲセル）の⺟ゲクシェ・アムジルという、人生の苦難に耐えた女人を、帝釈天は聖
⺟の列に加えられたという。」[：258] かくて、地上で死んだ霊魂は天上界で再生することになる。 
 
Ⅵ 英雄叙事詩における霊魂の様態 
 アイヌの英雄叙事詩ユーカラの物語では敵の⾸領たちは殺されると、「蘇る神として天空高く飛び
去り」、次の場面では何事もなかったかのように酒宴に座している。壮絶な決闘の場面では主人公ポ
イヤウンペとその相手は互いにどこまでも斬り合いを続け、内臓はすっかり露出してしまうほどにな
るが、それでも両者は死に至らない。端的にいえば、ユーカラでは生死にかかわる霊魂は明らかでな
い。それゆえ、ユーカラの物語では「死」は存在しない。このことと対照的に、本稿で取りあげたゲ
セルの物語では勇者たちの霊魂は変身、分身/化身を重ねるだけでなく、敵対者たちはその霊魂を秘
匿して生命の保全をはかるが、遂には滅ぼされる。ただし、このような霊魂観は、モンゴルのもう一
つの英雄叙事詩「ジャンガル」では、必ずしも明確でないように思われる7。 
 また、英雄叙事詩における霊魂観は現実の⺠族社会の信仰や儀礼におけるそれとは、明らかに相入
れない。それゆえ、本稿で試みたような霊魂観の検討は、ユーラシアの英雄叙事詩の比較研究の手が
かりに何ほどかの示唆となるのではなかろうか。 
 
本稿は 2018 年 9 月 1 日、筑波大学東京キャンパスで開催された比較宗教学・神話学研究会での発 
表を基に改稿した。 
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Souls in Heroic Epics –on the Mongolian Epic Geser Khan 
 
OGIHARA Shinko 
 
The paper focuses on the different appearances of the soul in the Mongolian epic Geser Khan 
(edition of Japanese translation by Hiroshi Wakamatsu, 1993.) Geser as well as the multi-headed 
antagonist takes very many various features of souls by means of transformation, incarnation, 
creation of “the other self” clone. Usually the souls of the antagonists are hidden in secret that Geser 
has to find and perish. Here the decisive roles are played by the brides of the hero Geser. At the 
same time the heroines-brides are the spiritual guardian of Geser, warriors in case of need.  
It seems that the diversity of soul appearance and female roles are, roughly speaking, 
common features in the heroic epics of the northern peoples. Consequently it could serve as means 
for the comparative study of the heroic epics in Eurasia, including the Yukar of the Ainu. 
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